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◆
大
野
予
算
と
今
年
度
施
策

新
し
い
公
と
市
民
参
画
。
市
民
の
力
を

市
政
、
事
業
推
進
に
ど
う
生
か
す
か
。

新
し
い
公
、
市
政
が
担
う
地
域
課
題
も

市
民
自
身
が
主
体
的
に
向
き
合
い
、
行
政

と
協
働
し
て
解
決
を
す
る
。
市
民
と
行
政

が
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
で
自
治
会
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
に
努
め
て
ま
す
。
新
土
岐
津
線
の
用

地
交
渉
や
窓
口
等
市
民
に
よ
る
働
き
を
市

長
就
任
以
来
努
め
て
い
ま
す
。
市
民
協
働

参
画
・
男
女
共
同
参
画
は
一
朝
一
夕
で
は

出
来
な
い
で
す
。
地
道
な
運
営
に
努
め
ま

す
。市

民
を
信
頼
し
て
、
福
祉
介
護
公
民
館

等
多
様
に
市
民
か
ら
の
提
案
に
応
え
、
市

民
の
力
を
認
め
る
、
市
民
発
想
の
事
業
に

市
税
一
定
の
割
合
の
資
金
を
任
せ
る
市
民

提
案
型
の
制
度
は
ど
う
か
。

事
業
提
案
型
、
元
気
お
こ
し
交
付
金
制

度
に
つ
い
て
、
新
年
度
よ
り
土
岐
市
ま
ち

づ
く
り
支
援
事
業
補
助
金
要
綱
を
定
め
、

ま
ち
お
こ
し
事
業
を
総
合
政
策
課
よ
り
支

援
を
続
け
ま
す
。
使
途
を
限
定
し
な
い
交

付
金
を
理
解
し
、
制
度
の
確
立
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

行
政
改
革
、
事
務
事
業
評
価
を
予
算
編

成
に
ど
う
生
か
し
た
か
。
職
員
の
意
識
改

革
、
補
助
金
の
見
直
し
は
。

事
務
事
業
評
価
の
結
果
を
踏
ま
え
た
上

で
予
算
要
求
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま

す
。
評
価
体
系
と
事
業
分
類
が
一
致
し
な

い
の
で
反
映
が
わ
か
り
づ
ら
い
こ
と
が
課

題
で
す
。
補
助
金
に
つ
い
て
は
運
営
費
、

社
会
ニ
ー
ズ
、
成
果
が
あ
る
こ
と
を
主
眼

に
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。
事
業
評
価

に
限
界
が
あ
り
外
部
委
員
を
入
れ
、
公
平

性
・
透
明
性
を
高
め
て
い
ま
す
。

開
発
公
社
に
つ
い
て
の
経
過
、
評
価
、

今
後
の
役
割
に
つ
い
て

迅
速
な
土
地
の
取
得
、
議
決
を
経
な
い

で
必
要
な
土
地
を
取
得
で
き
る
と
い
う
の

が
公
社
と
い
う
法
人
の
存
在
意
義
で
す
。

最
近
の
10
年
は
大
き
な
事
業
も
な
く

保
有
土
地
の
維
持
管
理
等
を
行
っ
て
き

た
所
で
す
が
今
年
度
に
入
り
無
利
子

で
借
入
れ
し
て
取
得
し
た
用
地
費
の

12
億
２
千
４
８
０
万
１
千
９
百
円
の
長
期

借
入
金
を
清
算
し
市
へ
移
管
す
る
に
あ
た

り
損
失
分
を
公
社
で
補
填
し
清
算
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
現
在
５
億
か
６
億
の
価

値
し
か
な
い
土
地
が
残
っ
て
い
る
だ
け
で

新
土
岐
津
線
の
方
向
が
見
え
た
ら
公
社
は

解
散
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

渡邉　隆

小関　祥子

◆
消
防
・
防
災
体
制
に
つ
い
て

職
員
の
充
足
度
は
勤
務
状
況
に
無
理
が

な
い
か
。
現
在
68
人
、
条
例
定
数
70
人
充

足
率
、
人
口
比
率　

１
千
人
に
一
人
と
言

う
目
安
は
あ
る
が
、
土
岐
市
の
１
１
６
Ｋ

㎡
と
い
う
広
い
面
積
、
分
散
す
る
集
落
と

い
う
環
境
で
予
想
さ
れ
る
大
規
模
災
害
に

お
い
て
救
急
15
分
、
不
測
の
事
態
に
対
し

て
現
場
到
着
が
可
能
か
。

　

ま
た
、
年
ご
と
に
増
加
す
る
救
急
業
務

の
状
況
は
、
救
急
救
命
士
は
足
り
て
い
る

か
。土

岐
市
の
消
防
署
に
お
い
て
定
数
は
70

名
で
す
が
実
員
数
は
68
名
で
ほ
ぼ
充
足
、

救
急
業
務
の
高
度
化
推
進
を
図
る
た
め
に

高
規
格
救
急
車
を
配
備
、
基
本
と
す
る
台

数
は
３
台
で
予
備
車
と
し
て
の
１
台
を
含

め
４
台
と
な
っ
て
い
る
。
救
急
救
命
士
は

現
在
17
名
で
、
救
急
車
に
１
名
乗
車
と
い

う
決
ま
り
で
交
代
勤
務
を
考
慮
し
て
も
十

分
に
人
員
は
足
り
て
い
ま
す
。　
　

濃
南
分
駐
所
の
現
状
、
24
時
間
態
勢
へ

の
機
能
強
化
は
。

平
成
13
年
の
開
所
時
か
ら
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
昼
間
時
の
消

防
拠
点
施
設
と
し
て
稼
動
し
て
い
る
。
24

時
間
の
機
能
強
化
に
つ
い
て
は
、
土
岐
市

全
体
の
消
防
業
務
を
見
た
場
合
、
今
の
と

こ
ろ
現
状
を
維
持
し
て
い
く
事
は
や
む
を

得
な
い
と
考
え
て
い
る
。

職
員
の
居
住
地
の
実
態
は
、
緊
急
時
の

出
動
に
要
す
る
時
間
は
。

職
員
68
人
中
13
人
が
多
治
見
市
、
11
人

が
瑞
浪
市
、
可
児
市
が
２
人
、
恵
那
市
が

２
人
、
御
嵩
町
が
２
人
、
愛
知
県
が
３
人

と
な
っ
て
い
る
。
緊
急
時
、
職
員
の
招
集

時
間
は
市
内
在
住
の
職
員
で
平
均
７
分
、

市
外
在
住
の
職
員
で
平
均
21
分
ほ
ど
で
到

着
し
ま
す
。

職
員
の
志
気
、
体
力
の
高
揚
の
た
め
の

対
策
は
。

県
下
の
消
防
警
防
技
術
大
会
、
救
急
技

術
発
表
会
、
東
濃
地
区
合
同
警
防
救
急
訓

練
、
技
術
発
表
会
な
ど
へ
率
先
し
て
参
加

さ
せ
る
よ
う
促
し
て
お
り
、
よ
り
高
い
技

術
と
強
い
精
神
力
を
身
に
つ
け
る
よ
う
計

ら
っ
て
い
ま
す
。

ま
と
め
：
年
々
高
度
化
す
る
救
急
業
務
に

対
す
る
研
修
、
県
防
災
ヘ
リ
へ
の
派
遣
、

消
防
学
校
へ
の
派
遣
、被
災
地
へ
の
派
遣
、

そ
し
て
避
け
ら
れ
な
い
病
欠
な
ど
、
人
員

に
余
裕
を
持
た
せ
る
こ
と
は
不
測
の
事
態

に
対
す
る
備
え
で
、
市
民
の
安
全
安
心
を

守
る
た
め
に
は
致
し
方
な
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

長江　光則

《第１回定例会一般質問》
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◆
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

遺
族
の
引
き
取
り
手
が
な
く
、
自
治
体

に
よ
り
火
葬
や
埋
葬
さ
れ
る
方
が
全
国
で

３
万
２
千
人
に
上
る
こ
と
が
報
道
さ
れ
、

現
代
社
会
は
安
心
し
て
老
い
る
こ
と
の
で

き
な
い
社
会
で
あ
る
実
態
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
つ
な
が
り
を
失
っ
た

人
々
は
、
今
も
置
き
去
り
に
さ
れ
た
ま
ま

の
無
縁
社
会
で
す
。
地
方
自
治
体
の
土
岐

市
に
無
縁
社
会
は
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ

る
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

地
域
の
つ
な
が
り
は
希
薄
化
し
て
お
り

自
治
会
の
加
入
率
の
低
下
、
活
動
へ
の
不

参
加
が
多
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
実

態
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
た
め
、
学
校
の

活
動
に
地
域
の
大
人
達
や
高
齢
者
が
参
加

す
る
取
り
組
み
の
推
進
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
児
童
・
生
徒
が
参
加
で
き
る
機
会

の
創
設
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
あ
る
自

治
会
に
お
い
て
は
、
独
居
高
齢
者
を
地
域

で
見
守
る
活
動
も
自
主
的
に
行
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。
無
縁
死
を
生
み
出
す
日
本
社
会

を
都
会
の
問
題
と
簡
単
に
片
付
け
ら
れ
る

も
の
で
は
な
く
、
土
岐
市
に
お
い
て
も
増

え
続
け
る
独
居
高
齢
者
の
こ
と
も
あ
り
、

今
後
よ
く
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

◆
高
齢
者
の
交
通
安
全
に
つ
い
て

高
齢
者
の
交
通
事
故
は
、
交
通
安
全
教

室
な
ど
に
参
加
さ
れ
な
い
お
年
寄
り
が
、

交
通
事
故
に
遭
う
確
立
が
高
い
と
の
デ
ー

タ
も
ご
ざ
い
ま
す
。
市
独
自
で
各
公
民
館

単
位
の
高
齢
者
向
け
交
通
安
全
教
室
の
開

催
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

各
種
行
事
に
参
加
し
な
い
高
齢
者
の
方

が
多
い
と
い
う
意
味
で
、
こ
ち
ら
か
ら
高

齢
者
の
家
庭
訪
問
を
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
例
で
言
い
ま
す
と
、
泉
町
で
２

名
死
亡
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
し
た
所

を
重
点
的
に
高
齢
者
の
家
庭
訪
問
を
通
じ

て
皆
さ
ん
に
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た

い
。夜

間
の
交
通
事
故
防
止
に
有
効
な
反
射

タ
ス
キ
を
少
な
く
と
も
後
期
高
齢
者
と
い

わ
れ
る
方
々
に
、
全
般
的
に
配
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
提
案
い
た
し
ま
す
。

本
市
で
は
21
年
度
に
合
計
７
回
の
高
齢

者
家
庭
訪
問
を
実
施
し
、
約
６
百
世
帯
を

訪
問
し
交
通
安
全
指
導
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
啓
発
チ
ラ
シ
の
配
布
、
そ
し
て
反

射
タ
ス
キ
を
直
接
渡
す
な
ど
、
警
察
、
関

係
機
関
協
力
の
下
、
治
安
そ
し
て
防
犯
に

も
効
果
が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
タ

ス
キ
等
の
配
布
を
積
極
的
に
今
後
も
続
け

て
い
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り

ま
す
。

小栗　恒雄
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◆
は
な
の
木
大
学
（
高
齢
者
）
に
つ

い
てど

の
よ
う
な
学
習
や
活
動
が
さ
れ
そ
の

成
果
は
。

昭
和
50
年
に
開
校
し
、
大
変
歴
史
が
あ

り
、
今
年
で
35
年
目
で
す
。
学
生
は
約

４
７
０
名
で
、
全
体
学
習
は
、
年
間
10
回

の
内
、
皆
勤
賞
の
方
が
84
名
で
す
。
一
番

大
事
な
こ
と
は
、
出
席
さ
れ
、
元
気
に
社

会
参
加
さ
れ
る
こ
と
に
大
き
な
意
味
が
あ

り
、
満
足
度
・
期
待
感
・
充
実
感
が
成
果

だ
と
思
い
ま
す
。

学
生
が
自
主
的
に
運
営
さ
れ
、
60
歳
か

ら
90
歳
ま
で
、
月
に
１
度
か
２
度
、
市
内

の
至
る
所
か
ら
一
生
懸
命
健
康
に
留
意
さ

れ
て
来
て
見
え
、
そ
れ
ぞ
れ
13
の
ク
ラ
ブ

で
学
習
さ
れ
近
隣
市
に
な
い
土
岐
市
独
自

の
大
学
で
す
。

　

予
算
は
２
６
０
万
円
位
と
の
こ
と
で
す

が
。運

営
は
、
大
学
規
約
が
あ
り
、
各
町
か

ら
選
ば
れ
た
学
生
に
よ
り
す
べ
て
自
主
的

に
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
長　

年
１
回
の
講
師
を
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
凄
く
熱
心
に
、
１
時
間
半
位
聞
か

れ
ま
し
て
、
元
気
に
活
動
さ
れ
大
変
あ
り

が
た
い
事
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
地
域
交
通
総
合
連
携
計
画（
案
）

に
学
生
の
通
学
の
足
と
し
て
確
保
さ
れ
て

い
る
の
か
、
学
習
終
了
後
の
帰
り
の
便
が

な
い
が
、
市
民
バ
ス
の
臨
時
便
等
検
討
で

き
な
い
か
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
調
査
を
し
ま
し
た
が
、
特
に
意

見
や
要
望
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。今
回
、

は
な
の
木
大
学
へ
の
通
学
の
足
に
つ
い
て

の
貴
重
な
意
見
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
今

後
開
催
さ
れ
る
公
共
交
通
活
性
化
委
員
会

で
報
告
し
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

速水　栄二

▲はなの木大学

《第１回定例会一般質問》


